
～
城
山
憲
法
九
条
の
会
結
成
九
周
年
～

「
春
を
呼
ぶ

 
 

憲
法
と
文
化
の
集
い
」
を
開
催

記
念
講
演

被
災
協
山
田
拓
民
さ
ん

被
爆
体
験
と
被
爆
者
の
運
動
を
語
る

三
月
十
六
日(

日)

、

城
山
憲
法
九
条
の
会
が

結
成
九
周
年
を
迎
え
て

の
集
い
が
開
か
れ
ま
し

た
。
好
天
に
恵
ま
れ
て
、

そ
の
名
の
通
り
春
を
呼

ぶ
楽
し
い
集
い
で
し
た
。

会
は
、
世
話
人
の
橋

口
亮
子
さ
ん
の
司
会
で

始
ま
り
、
代
表
世
話
人

の
山
口
秀
樹
さ
ん
の
開
会
あ
い
さ
つ
の
後
、
「
被

爆
者
は
な
ぜ
国
の
償
い
を
求
め
る
の
か
」
と
い
う

題
で
、
長
崎
原
爆
被
災
協
の
山
田
拓
民
さ
ん
が
、

家
族
五
人
を
次
々
と
亡
く
さ
れ
た
自
ら
の
経
験
、

日
本
政
府
や
ア
メ
リ
カ

が
原
爆
被
害
に
ど
う
向

き
合
っ
て
き
た
か
、
被

爆
者
や
市
民
が
ど
の
よ

う
に
声
を
上
げ
運
動
を

広
げ
て
き
た
か
に
つ
い

て
話
を
さ
れ
ま
し
た
。

国
が
過
去
の
戦
争
の
被
害
を
償
う
と
い
う
こ

と
は
、
二
度
と
戦
争
の
惨
禍
を
繰
り
返
さ
な
い
と

い
う
決
意
の
証
し
で
あ
り
、
日
本
国
憲
法
の
真
髄

だ
と
強
調
さ
れ
ま
し
た
。

～
楽
し
く
盛
り
上
が
っ
た
文
化
の
集
い
～

会
の
後
半
文
化
の
集
い
は
、
い
ろ
ん
な
出
し
物

で
彩
る
初
め
て
の
経
験
で
し
た
。

マ
ジ
シ
ャ
ン
の
鈴
木

勝
利
さ
ん
は
、
時
津
九
条

の
会
で
活
動
さ
れ
て
い

る
方
で
す
が
、
鮮
や
か
な

手
さ
ば
き
、
口
さ
ば
き
は

あ
つ
と
驚
く
も
の
ば
か

り
、
感
嘆
の
声
と
拍
手
の

連
続
で
し
た
。
中
で
も
演

歌
を
歌
い
な
が
ら
、
観
客
席
か
ら
借
り
た
一
万
円

札
を
、
折
り
た
た
ん
で
火
を
つ
け
る
技
に
は
、
お

札
提
供
者
と
も
ど
も
ハ
ラ
ハ
ラ
す
る
技
で
し
た
。

ギ
タ
ー
弾
語
り

の
は
ち
ま
ん
（
八
幡

敏
夫
）
さ
ん
は
、
サ

ラ
リ
ー
マ
ン
と
し

て
勤
務
の
傍
ら
、
敬

老
会
や
施
設
な
ど

で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
を
さ
れ
て
い
る
と
の
こ
と
。
懐
メ
ロ
や
フ
オ

―
ク
を
一
緒
に
歌
い
ま
し
た
。
自
作
の
歌
と
い
う

反
原
発
の
歌
は
、
心
に
響
く
歌
で
し
た
。

長
大
落
研
の
出
張
落
語
団
（
口
演
者
は
高
座

名
・
鶴
屋
吟
学
（
ぎ
ん
が
）
さ
ん
・
演
題
「
あ
く

び
指
南
」
）
は
い
ろ
ん
な
と
こ
ろ
に
出
向
い
て
技

を
磨
い
て
い
る
と
の

こ
と
。
若
者
が
日
本

の
伝
統
芸
能
を
受
け

継
い
で
い
こ
う
と
い

う
一
生
懸
命
さ
に
感

心
さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

合
唱
の
い
き
い
き

ハ
ー
モ
二
ー
は
．
メ
ン
バ
ー
の
皆
さ
ん
の
お
見
受

け
し
た
お
歳
の
割
に
、
そ

の
若
々
し
い
歌
声
に
は
驚

き
ま
し
た
。
日
ご
ろ
の
楽

し
い
練
習
や
交
わ
り
が
目

に
浮
か
ぶ
よ
う
な
ハ
ー
モ

二
ー
で
し
た
。
沖
縄
を
歌

っ
た
最
後
の
曲
「
麗
し
の

沖
縄
」
は
、
こ
の
文
化
の

集
い
の
フ
ィ
ナ
ー
レ
に
ふ

さ
わ
し
い
も
の
で
し
た
。

昨
今
の
差
別
や
憎
し
み
、
偏
狭
な
ナ
シ
ョ
ナ
リ

ズ
ム
を
叫
ぶ
風
潮
に
流
さ
れ
な
い
、
豊
か
な
文
化

の
力
を
願
わ
ず
に
は
お
れ
ま
せ
ん
。

集
い
は
、
最
後
に
世
話
人
の
里
見
公
義
さ
ん
が

閉
会
の
あ
い
さ
つ
を
し
て
終
わ
り
ま
し
た
。
な
お
、

当
日
は
二
二
，
五
八
〇
円
の
カ
ン
パ
が
寄
せ
ら
れ

ま
し
た
。

（
代
表
世
話
人

山
口
秀
樹
・
記
）

再び戦争はしない

被爆者はつくらない
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「城山憲法九条の会」で検索

～
九
条
の
会
関
連
の
催
事
の
ご
案
内
～

四
・
二
六

佐
高
信
さ
ん
講
演
会

今
年
二
月
に
憲
法
学
者
や
作
家
、
文
化
人
ら
が
発
起
人

と
な
っ
て
発
足
し
た
「
戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委

員
会
」
の
長
崎
版
の
発
足
準
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

四
月
二
六
日
（
土
）
長
崎
原
爆
資
料
館
ホ
ー
ル
で
一
〇

〇
〇
人
委
員
会
の
発
起
人
の
一
人
、
佐
高
信
さ
ん
を
招
い

て
の
講
演
会
に
お
い
て
発
足
す
る
予
定
で
す
。
み
な
さ
ま
、

奮
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

（
参
考
）

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
」

安
倍
政
権
は
、
昨
年
十
二
月
、
多
く
の
人
々
の
大
き
な

反
対
の
声
を
ね
じ
伏
せ
、
憲
法
の
三
原
則
で
あ
る
「
国
民

主
権
」
や
「
基
本
的
人
権
」
を
侵
害
す
る
「
特
定
秘
密
保

護
法
」
を
強
行
採
決
・
成
立
さ
せ
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
今

度
は
も
う
ひ
と
つ
の
原
則
「
平
和
主
義
」
を
規
定
し
た
憲

法
九
条
を
空
文
化
す
る「
解
釈
改
憲
に
よ
る
集
団
的
自
衛

権
行
使
容
認
」
「
国
家
安
全
保
障
基
本
法
強
行
」
へ
と
踏

み
込
も
う
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ま
ま
で
は
、
日
本
は
、

「
地
球
の
裏
側
」
ま
で
、
場
所
を
問
わ
ず
戦
争
に
参
加
で

き
る
国
と
な
り
ま
す
。

私
た
ち
は
、戦
争
へ
の
道
を
突
き
進
む
政
府
の
暴
走
を

阻
止
し
、一
人
ひ
と
り
の
平
和
に
生
き
る
権
利
を
守
り
ぬ

く
た
め
の
運
動
と
し
て
、「
戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇

人
委
員
会
」を
全
国
的
に
立
ち
上
げ
る
こ
と
に
し
ま
し
た
。

こ
こ
に
連
帯
の
ア
ピ
ー
ル
を
発
す
る
と
と
も
に
、す
べ

て
の
み
な
さ
ん
に「
戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員

会
」
運
動
へ
の
参
加
を
呼
び
か
け
ま
す
。
ど
う
か
私
た
ち

の
思
い
に
賛
同
い
た
だ
き
、こ
の
運
動
の
発
展
の
た
め
に

お
知
恵
と
お
力
を
お
貸
し
い
た
だ
け
ま
す
よ
う
、心
よ
り

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。 
 

 
 

２
０
１
４
年
２
月

「
戦
争
を
さ
せ
な
い
一
〇
〇
〇
人
委
員
会
」
発
起
人

雨
宮
処
凜
・
内
橋
克
人
・
大
江
健
三
郎

大
田
昌
秀
・
奥
平
康
弘
・
小
山
内
美
江
子

落
合
恵
子
・
鎌
田
慧
・
香
山
リ
カ

倉
本
聰
・
佐
高
信
・
瀬
戸
内
寂
聴

高
橋
哲
哉
・
高
良
鉄
美
・
田
中
優
子

山
口
二
郎

五
・
三

な
が
さ
き
九
条
フ
ェ
ス
タ

五
月
三
日
（
土
）
憲
法
記
念
日
に
、
恒
例
の
九
条
フ
ェ

ス
タ
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

十
三
時
半
～
十
四
時
ま
で
長
崎
市
公
会
堂
前
広
場
に
お

い
て
集
会
。
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
イ
ベ
ン
ト
の
後
、
呼
び
か
け

人
の
あ
い
さ
つ
、
ア
ピ
ー
ル
の
採
択
。

 
 

そ
の
後
、
十
四
時
か
ら
十
五
時
ま
で
、
公
会
堂
前
→
賑

橋
→
旧
銀
嶺
前
→
浜
屋
前
→
鉄
橋
→
メ
ル
カ
築
町
→
中

央
公
園
ま
で
の
ピ
ー
ス
ウ
ォ
ー
ク
が
予
定
さ
れ
て
い
ま

す
。

 
 

各
地
の
九
条
の
会
だ
け
で
な
く
、
県
内
の
様
々
な
平
和

団
体
や
労
働
組
合
、
民
主
団
体
、
個
人
が
参
加
し
ま
す
。

 
 

参
加
さ
れ
る
方
は
、
公
会

堂
前
広
場
の
「
城
山
憲
法
九

条
の
会
」
の
ノ
ボ
リ
の
下
に

お
集
ま
り
く
だ
さ
い
。

 
 

み
ん
な
で
日
頃
の
思
い
を

書
い
た
メ
ッ
セ
ー
ジ
ボ
ー

ド
や
ゼ
ッ
ケ
ン
、
楽
器
な
ど

持
ち
寄
り
、
創
意
あ
ふ
れ
る

参
加
で
、
九
条
守
れ
の
声
を

響
か
せ
ま
し
ょ
う
！

事
務
局
か
ら
の
お
願
い
・
お
知
ら
せ

城
山
憲
法
九
条
の
会
事
務
局
で
は
、
皆
様
方
か
ら
の
憲
法
、

平
和
問
題
に
関
連
し
て
の
ご
意
見
、
集
会
の
開
催
情
報
、
ま

た
短
歌
や
俳
句
、
川
柳
な
ど
の
文
化
的
投
稿
な
ど
も
お
待
ち

し
て
い
ま
す
。
お
寄
せ
い
た
だ
い
た
文
章
等
に
つ
い
て
は
、

会
の
運
営
に
反
映
す
る
と
と
も
に
、
ニ
ュ
ー
ス
や
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
で
も
ご
紹
介
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

記
事
等
を
送
る
場
合
は
、
氏
名
（
匿
名
も
可
）
、
住
所
、

電
話
ま
た
は
メ
ー
ル
ア

ド
レ
ス
を
記
載
の
上
、
上

記
事
務
局
へ
直
接
郵
送

す
る
か
、
Ｅ
メ
ー
ル
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
に
て
お

送
り
く
だ
さ
い
。


